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研究成果の概要（和文）： 地域資源を活用する際に地域資源の「資源性」と「文化性」に関して引き続き研究
を進めた。観光地域における資源の開発、資源化プロセスに着目し、地域に存在する自然環境から｢生態系サー
ビス｣を生み出すプロセスを「地域資源戦略」と定義し、資源の高度利用メカニズムを明らかにした。特に、知
床地域、白山国立公園、長野県の高原草地など、新たな資源開発が盛んな地域の資源を対象として事例調査を行
った。その結果、地域資源の変換には、特定の要因がかかわっていること、地域資源への人々の関与が影響する
こと、自然資源も文化的な資源としての価値を持つことを明らかにしてきた。また、和文および英文で論文・書
籍を刊行した。

研究成果の概要（英文）：Urban creativity has been considered as one of the key elements in the field
 of urban development this century. It has accelerated social structural changes and innovations in 
urban areas. Meanwhile, urban areas heavily depend on the supplies and various ecosystem services 
from the natural environment of surrounding areas. However, this could not be sustainable because of
 the shrinking population and industries of rural areas. This study examines biocultural diversity 
to argue about a new relationship between urban and rural areas. This can be seen as new social 
phenomena that can build a bilateral relationship between urban consumers and rural producers. The 
idea is based on the cultural diversity generated by affluent ecosystem services, can attract urban 
population to visit rural areas, and thus local products can be consumed more in urban areas. This 
study also points that intermediaries could play a significant role for facilitating this process.

研究分野： 資源戦略

キーワード： 生物多様性　文化多様性　資源戦略　観光資源

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　生物文化多様性の概念を整理した上で、研究成果を応用した理解しやすい説明や解説を含む専門書にまとめる
ことができた。研究分担者、研究代表者の行った事例調査結果をとりまとめ、講談社から成果報告として著作
「はじめて学ぶ生物文化多様性」として出版した。出版に当たっては、生物文化多様性について専門分野の異な
るチームで執筆する強みを生かし、事例と理論の両面から執筆した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景  
 観光地域の中には、自然環境を観光資源として利用した結果、過度な利用や自然環境の破壊
を招いた地域も少なくない。しかし、2000 年代以降、自然環境のもたらす便益が｢生態系サー
ビス｣として議論され、MA(ミレニアム生態系評価 )によって国際的にも｢生態系サービス｣の概
念として提示されるようになった（MA, Millennium Ecosystem Assessment, 2007）。もともと生
態系は「財」として固有の価値、「存在価値」を有すると考えられていたが、「Millennium ecosystem 
Assessment」では、生態系を人が利用する際に生ずる価値を生態系サービスとして明確にした。
さらに同アセスメントでは、光合成や土壌形成など生態系サービス全体を支える「基盤サービ
ス」、食糧や木材などを提供する「供給サービス」、気候調整など環境を維持するための「調
整サービス」、そしてレクリエーションや教育などの精神的や審美的な利益を提供する「文化
的サービス」の 4 つに分類している。このうち供給サービスや調整サービスは、資源利用や気
候調節などの具体的な便益であり、私たちの生存に欠かせない。一方、生態系サービスのうち
で、非物質的なものは「文化的サービス」として位置づけられた。自然を楽しむエコツーリズ
ムや環境教育がその典型例である。この文化的サービスは、個人にとって便益が認識しやすい
身近な生態系サービスである。生態系サービスとは、生態系から受け取る自然環境の恩恵を経
済的に評価したものであり、サービスと呼ぶことで認識可能になった。MA では、特に自然環
境から生まれる観光やレクリエーション機会、環境教育などの恩恵を「文化的サービス」に位
置づけている。  
 しかし、文化的サービスはその内容を明確にしないままで議論されてきた (Pleasant et al.,  
2014）。そこで、自然環境から文化的サービスを生み出す仕組みやプロセスを明らかにできれ
ば、観光地域でも文化的サービスを生み出し、観光資源としての地域コンテンツを豊潤化でき
る。本研究の核心は、自然環境の資源化プロセスを、従来の資源開発や加工ではなく、「自然
環境からの文化的サービスの創出」として捉え、そのプロセスを分析する点にある。  
 
２．研究の目的  

本研究の目的は、観光地域における資源の開発、資源化プロセスに着目し、地域に存在する
自然環境から生み出される｢生態系サービス｣を生み出す創出プロセスを「地域資源戦略」と定
義し、資源の高度利用メカニズムとして文化的サービスの創出プロセス、資源を連続して生成
・利用する「n 次利用」の仕組みを明らかにすることである。  
 自然環境のような地域資源から価値を生み出すことは、地域の経済や社会活動を進めるため
の基本であり、観光のような地域外の観光客の消費に依存する経済活動では、資源の効果的利
用は重要である。しかし、従来の観光地域における自然環境の利用は「開発」として自然保護
側から批判的に捉えられ、開発よりも資源の保護や保全が重要な研究テーマとされてきた。そ
のため、限られた資源からいかに効果的に価値を生み出すかという視点が軽視されてきた。本
研究がフォーカスしている「自然環境からのインスピレーションや着想をベースに文化的サー
ビスを生み出す仕組みやプロセス」を明らかにできれば、消費する資源の量的な拡大を求めな
くても、質の向上を図ることができ、結果的に観光資源を豊潤化できる。本研究では、地域資
源を保護や保全の視点だけではなく、効果的に利用することで、持続可能な観光地域を実現す
る、資源からの高度な価値創出の仕組みやプロセスを分析した。さらに本研究では、自然環境
から多様な文化的サービスを連続して生成・利用する「n 次利用」を分析した（敷田 , 2016）。
n 次利用はメディア論やアニメ研究で議論されてきたが、自然資源に拡張する議論はなかった。
そこで、自然環境から文化的サービスを創出し意味づけしていくプロセスを、コンテンツ化や
自然環境の高度な資源化と捉えて考察した。  
 
３．研究の方法  
 研究代表者と分担者が選定した調査対象地域でのフィールドワークによって、聴き取りや記
録から得られた情報をまとめ、定期的な研究会で議論することで、モデル化する方法を採用し
た。定期的に研究会を開くことで、分担者の得た知見を共有し、新たな発想を得ることを意図
した。 
 
４．研究成果 

地域固有の生態系との関わりから生み出された文化は、人が生態系を利用する際の行動にも
影響する。つまり文化の存在を前提としない生物多様性や生態系サービスの議論は不可能であ
る。ここで文化とは、人が生態系サービスを使うために生態系に働きかける際に生ずる、生態
系との関わり、プロトコルである。また伝承や共有されるだけではなく、建築物などのモノに
変換され、社会を形成する資産となっていることを明らかにした。  
 生態系サービスとしての文化的サービスは重要だが、文化そのものに対する注目が近年高ま
っている。2005 年にはユネスコ総会で「文化的表現の多様性の保護と促進に関する条約」が採
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択され、地域の固有文化の重要性が示された。また UNEP とユネスコが開催した円卓会議「持
続可能な開発のための生物多様性と文化多様性」では、フランスのシラク大統領(当時)が、経済
・環境・社会と文化が同等の重要性を持つと発言していることからも明かである。  
  言語を含む多様な伝統文化の維持のためには、地域生態系の多様性が欠かせない。言語や伝
統文化などで、生物多様性と文化多様性の関連が示唆され始めている。一方、1988 年にブラジ
ルのベレンで行われた「国際民族生物学会」ではそれが明確に示され、「生物文化多様性
(Biocultural diversity)」と呼ばれるようになった。それ以降、研究者も徐々に注目し始め、①言
語と生物多様性、②生物文化多様性の評価、③生物文化多様性の喪失の 3 テーマで主に研究が
進められている。しかし、生物と文化の両多様性を研究する分野横断的な考察が必要であり、
多くの研究が行われているとは言えない。指数的に論文数が増加している「持続可能性」に比
較して、まだまだ研究は端緒に就いたばかりである。また、今までの研究対象は、伝統文化と
生物多様性の関係が中心で、現代文化への言及がほとんどなかった。そのため、都市や現代文
化と生物多様性の関係は議論されずに現在に至っている。    
 このように生態系と文化を同時に考えるメリットは、生物と文化のそれぞれの多様性にだけ
注目すれば、生物多様性はいわゆる「田舎(非都市部)」が高く、逆に都市は自然が少ない人工的
な空間である。また、都市では現代文化が活発に生成され、文化多様性が生じている。伝統文
化をどうにか維持している田舎の状況とは対照的であることをモデル化した。  
 都市公園などの都市内生態系を除き、都市は多くの生態系サービスを田舎から得ている。都
市の「内なる自然」は最小化し、「外なる自然」を安く手に入れて経済発展を遂げてきた。さ
らに近年は、現代的な文化創出と多様性を基盤とした「創造都市モデル」が主流である。その
ため、文化多様性と創造性に富み、都市内自然も豊かな都市と、伝統文化と生物多様性保全を
担わされる田舎との間に「乖離」が起きている。  
 しかし世界人口 72 億 4400 万人の 54％が都市に居住し，2050 年には 66％が都市生活者にな
ると言われる中、都市が田舎から資源を調達して効率的に経済的利益を確保し、逆に資源を都
市に提供して田舎を維持するモデルは失われつつある。そのため「新たな田舎像」が必要にな
っている。そのためには、田舎が主に担ってきた生物多様性の維持と、都市の持つ文化多様性
および現代文化の創出を結びつける工夫が必要である。その点で、生態系と文化の相互作用を
重視する方向性や指標としての生物文化多様性に期待できることは大きいことを示した。  

以上本研究では、地域資源を活用する際に地域資源の「資源性」と「文化性」に関して、地
域資源を活用する際に地域資源の「資源性」としての強みを活かすか、加工度を上げて「文化
性」の強みを活かすかの選択について分析した。観光地域における資源の開発、資源化プロセ
スに着目し、知床地域、白山国立公園、長野県の高原草地など、新たな資源開発が盛んな地域
の資源を対象として事例調査を行った。また、海外比較事例としてスウエーデンゴッドランド
の世界遺産地区を調査し、地域資源の観光資源化について分析した。調査と並行して、研究分
担者メンバーの参加と関連する分野の研究者を招聘して研究会を行った。  
 地域に存在する自然環境から｢生態系サービス｣を生み出すプロセスを「地域資源戦略」と定
義し、資源の高度利用メカニズムを明らかにした。その結果、地域資源の変換には、特定の要
因がかかわっていること、地域資源への人々の関与が影響すること、自然資源も文化的な資源
としての価値を持つことを明らかにしてきた。その結果はそれぞれの分担者の専門分野で発表
や出版した。  
 また、研究分担者、研究代表者の行った事例調査結果をとりまとめ、講談社から著作「はじ
めて学ぶ生物文化多様性」として出版した。この研究で得られた概念である生物文化多様性の
わかりやすい教科書、入門書を作成することができた。出版に当たっては、生物文化多様性に
ついて専門分野の異なるチームで執筆する強みを生かして執筆した。その際に、地域資源の「文
化資源化プロセス」を元の自然と創り出された文化サービスを比較し、規則性やパターンを分
析した。もともとあった優れた生物文化資源に多重の意味を付与することにより、人と生態系
とのかかわりによって生じるプリミティブな文化が高度な文化と直接結びつくことが明らかに
できた。その他にも和文および英文で論文・書籍を刊行した。  
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